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編集後記 

▶2022 年のはじまりに発刊される本号は，第 55 回日本作業療法学会学会長講演「作業療

法の独自性と可能性」に始まり，フロー理論を応用した作業療法，医療観察法病棟での作

業療法，高齢者の地域活動参加を促す作業療法戦略，脳損傷児の通常学級への適応プロセ

ス，統合失調症患者に対する地域生活支援，終末期がん患者に対する作業療法と続く．改

めて，作業療法の守備範囲の広さに驚かされると同時に，作業療法の独自性や専門性とは

いったい何なのか，考えさせられた．2022 年，どんな作業療法が誕生し展開されるのだ

ろうか．ワクワクする思いとともに，自分は後進に何を残すことができるかと身の引き締

まる思いで新年を迎えた．                       （E・M） 

 

▶先日，元教え子たちと ZOOM で交流をした．臨床数年目の彼女たちは，実践でのやり

がいとストレス，仕事と生活のバランス，今後の自身の生き方など，様々な思いを抱えて

いた．その中で「周りはすごい人達だと思う」という言葉があった．周囲が研究をしてい

るから，教員だから，何かの団体で役職についているから「すごい」と感じさせられてい

るのかと，悲しく思った．だがそのあと，「そうなりたいかと言われると，そうは思わな 

い」と続いた．そうだ．目の前の対象者に真摯に作業療法を提供することに，上下関係は

ないはずである．人によって作業は違う，それだけのことだ．胸を張って自分の作業に向

かってほしい．その積み重ねが未来の作業に繋がるはず． （S・Y） 

 

 


